
大里中学校 数学科シラバス １学年

１ 授業のねらい（身につけて欲しい力）

２ 授業の進め方

・数を正の数と負の数まで拡張し、数の概念についても理解を深める。

・文字を用いることや方程式の必要性と意味を理解するとともに、数量の関係や法則などを一般的にかつ簡潔に表現して処理をし、

１元１次方程式を用いる能力を培う。また、文字を用いた式について、目的に応じて計算したり変形したりする能力を養う。

・具体的な事象を調べることを通して、比例、反比例に対しての思考力や判断力を養うとともに、数量の関係を見いだし表現し考

察する能力を培う。

・平面図形や空間図形について観察、操作や実験などの活動を通して、図形に対する思考力や判断力を養うとともに、論理的に考

察する能力を培う。

・目的に応じて資料を収集して処理する能力や資料から適切な情報を読み取る能力を養う。

教科書名「新しい数学１」

・教科書『新しい数学１』（東京書籍）の内容を使用して授業を進めます。

・授業で行う評価問題、ミニテスト、単元テスト等を利用して、理解の定着を図ります。

・授業中にタブレットを活用して問題演習を行う場合もあります。

・発展的な問題は、個人・ペア・グループで取り組む場合もあります。

・電子黒板を利用し、図形等の視覚的な理解を深め、知識の定着を図ります。

３ 学習上の留意点

・授業の内容が確認できるノート作りをすること。その際、自分の考えや大事なポイントや気付いたことを記入すると効果的です。

ただし、板書を写すこと自体が目的ではないので、問題を解くべき時間にはきちんと取り組むこと。

・分からない問題をそのままにせず、先生や友達に聞いて理解するまで粘り強く取り組むこと。

・各種テストで間違えた問題は、必ず復習して自分のものにすること。

４ 補助教材の活用方法（自学自習の進め方）

・予習復習には、教科書やスタディサプリを活用してください。スタディサプリの学習動画及び演習問題を参考にしてください。

６ 評価の内容と方法

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内容

・評価問題
・ミニテスト
・各種提出物
・単元テスト等

・評価問題
・ミニテスト
・各種提出物
・単元テスト等

・課題
・各種提出物
・学びに向かう姿勢

方法

評価内容の項目ごとの満点に対
して
A：83％以上
B：50％以上83％未満
C：50％未満
と達成率で評価を算出し、総括
して『知識・技能』の評価とし
ます。

評価内容の項目ごとの満点に対
して
A：83％以上
B：50％以上83％未満
C：50％未満
と達成率で評価を算出し、総括
して『思考・判断・表現』の評
価とします。

評価内容の項目ごとの満点に対
して
A：83％以上
B：50％以上83％未満
C：50％未満
と達成率で評価を算出し、総括
して『主体的に学習に取り組む
態度』の評価とします。

この方法で学習状況をみとり、各単元ごとで示す「ルーブリック」に照らして評価します。

５ テスト

・ミニテストや単元テストは、教科書やスタディサプリにもとづいて出題する。

・評価問題は、今日の授業で学んでことが理解できているのかを図るために行う。

※単元テストのみで評価が決まるわけではなく、次の評価の内容と方法で総合的に学習状況をみとって評価します。

原本



７ 授業計画（見通しを持って予習・復習の自学自習に取り組みましょう。提出物も忘れずに！）

期月 単元名・学習項目 評価方法 到達目標

１
学
期

４

５

６

７

0章 算数から数学へ

1節 整数の性質

1章 数の世界をひろげよう

[正負の数]

1節 正負の数

2節 加法と減法

3節 乗法と除法

4節 正負の数の利用

2章 数学のことばを身につけよう

[文字と式]

1節 文字を使った式

2節 文字式の計算

・評価問題

・ミニテスト

・学びに
向かう姿勢

・各種提出物

・単元テスト
等

• 自然数、素数、素因数分解の意味を理解
している。

• 自然数をいくつかの数の積で表すことに
より、整数の性質を見いだし表現するこ
とができる。

• 正負の数の必要性と意味を具体的な場面
と結びつけて理解している。

• 正負の数の四則計算をすることができる。
• 正負の数を活用して様々な事象における
変化や状況を考察し表現することができ
る。

• 文字を用いることの必要性と意味を理解
している。

• 文字を用いた式における積や商の表し方
を知っている。

• 数量の関係や法則などを、文字を用いた
式を用いて表したり、読みとったりする
ことができる。

２
学
期

８

９

10

11

12

3節 文字式の利用

3章 未知の数の求め方を考えよう

[方程式]

1節 方程式とその解き方

2節 1次方程式の利用

4章 数量の関係を調べて問題を解決しよう

[比例と反比例]

1節 関数と比例・反比例

2節 比例の性質と調べ方

3節 反比例の性質と調べ方

4節 比例と反比例の利用

5章 平面図形の見方をひろげよう

[平面図形]

1節 図形の移動

2節 基本の作図

・評価問題

・ミニテスト

・学びに
向かう姿勢

・各種提出物

・単元テスト
等

・実力テスト
等

• 文字を用いた式を活用して、具体的な事
象を考察し表現することができる。

• 方程式の必要性と意味及び方程式の解や
等式の性質、移項の意味を理解している。

• 具体的な場面の問題において、１次方程
式を活用し、問題を解決するとともに解
を吟味して解答としてよいかどうかを判
断することができる。

• 関数関係及び比例、反比例の意味を理解
している。

• 比例、反比例として捉えられる2つの数
量について、表、式、グラフなどを用い
て調べ、それらの変化や対応の特徴を見
いだすことができる。

• 比例、反比例を用いて具体的な事象を捉
え考察し表現することができる。

• 平行移動、対称移動及び回転移動につい
て理解している。

• 角の二等分線、線分の垂直二等分線、垂
線などの基本的な作図の方法を理解して
いる。

• 線対称な図形の性質をもとにして、基本
的な作図の方法を考察し表現することが
できる。

３
学
期

1

2

3

3節 おうぎ形

6章 立体の見方をひろげよう

[空間図形]

1節 いろいろな立体

2節 立体の見方と調べ方

3節 立体の体積と表面積

7章 データを活用して判断しよう

[データの分析と活用]

1節 データの整理と分析

2節 データの活用

3節 ことがらの起こりやすさ

【演習】

１年間のまとめ

・評価問題

・ミニテスト

・学びに
向かう姿勢

・各種提出物

・単元テスト
等

・実力テスト

• おうぎ形の弧の長さと面積を求めること
ができる。

• 図形の移動や基本的な作図を具体的な場
面で活用することができる。

• 空間における直線や平面の位置関係を理
解している。

• 空間図形を直線や平面図形の運動によっ
て構成されるものと捉えたり、空間図形
を平面上に表現して平面上の表現から空
間図形の性質を見いだすことができる。

• 基本的な柱体や錐体、球の表面積と体積
を求めることができる。

• ヒストグラムや相対度数、累積度数、累
積相対度数などの必要性と意味を理解し
ている。

• 目的に応じてデータを収集して分析し、
そのデータの分布の傾向を読みとり、批
判的に考察し判断することができる。

• １年間の復習を通して、実力向上を図る。


